
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
十
八
回
）

「夷ひ
な

守も
り

の
駅
家

う

ま

や

」

～
福
岡
県
槽
屋

か

す

や

郡
粕
屋

か

す

や

町
日ひ

守
ま
も
り

社
～

・
九
州
（
筑
紫
）
で
詠
わ
れ
た
万
葉
歌
の
中
に
大
宰
府
の
官
人
た
ち
が
都
へ
立
つ
人
達
を
見

送
る
際
に
宴
を
開
き
、
送
別
の
言
葉
に
し
た
歌
が
い
く
つ
か
あ
る
。
次
の
二
首
の
歌
は
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

・
題
詞
は
大
宰
大
監

だ
さ
い
さ
だ
い
げ
ん

大
伴
宿
禰

お
お
と
も
の
す
く
ね

百
代

も

も

よ

ら
、
駅
使

え

き

し

に
贈
る
歌
二
首
と
あ
る
。

＊
「
駅
使
」
は
古
代
、
駅え

き

馬ば

や
駅
家
を
使
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
、
公
用
で
急
行
す
る
使
者
お
よ
び
公
用
で
旅
行
す
る
者
。

・
こ
の
歌
の
左
注
に
よ
れ
ば
、
天
平
二
（
７
３
０
）
年
の
夏
六
月
、
大
宰
府
の
帥そ

ち

（
長
官
）

で
あ
っ
た
大
伴
旅
人
は
重
い
脚
の
病
に
か
か
り
、
危
篤
状
態
に
な
っ
た
彼
は
遺
言
し
た
い
と

思
い
、
一
族
の
稲い

な

公ぎ
み

、
胡こ

麻
呂

ま

ろ

を
大
宰
府
に
派
遣
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
朝
廷
に
申
し
出
た
の

で
あ
っ
た
。
旅
人
の
異
母
弟
の
稲
公
と
甥
の
胡
麻
呂
は
勅

ち
ょ
く

命め
い

（
天
皇
の
命
令
）
に
よ
っ
て
大

宰
帥
で
あ
る
旅
人
の
遺
言
を
聞
く
た
め
に
、
都
か
ら
筑
紫
（
九
州
）
に
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
二
人
が
到
着
後
、
幸
い
に
、
旅
人
は
数
十
日
の
の
ち
快
方
に
向
か
っ
た
。
都
か
ら
来

た
二
人
は
、
そ
れ
を
見
と
ど
け
大
宰
府
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
宰
府
で
は
大
伴
宿
禰
百

代
ら
が
都
に
帰
る
稲
公
と
胡
麻
呂
を
夷ひ

な

守も
り

の
駅
家

う

ま

や

ま
で
送
っ
て
き
て
、
勝
れ
た
博
多
湾
の
風

光
を
賞
し
な
が
ら
別
れ
の
小
宴
を
開
き
、
こ
の
二
首
の
歌
を
贈
っ
て
、
こ
の
地
で
互
い
に
別

れ
を
惜
し
ん
だ
の
で
あ
る
。



１
）
草
枕

旅
行
く
君
を

愛
う
る
は

し
み

た
ぐ
ひ
て

ぞ
来こ

し

志
賀

し

か

の
浜
辺
を

 
 
 

巻
四
―
５
６
６

作
者

大
監

だ
い
げ
ん

・
大
伴
宿
禰

お
お
と
も
す
く
ね

百
代

も

も

よ

（
解
説
）・
都
に
向
け
て
旅
立
っ
て
行
く
君
た
ち
が
慕
わ
し
く
離
れ
が
た
い
の
で
、
つ
い
連
れ

だ
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
。
志
賀
の
浜
辺
の
道
を
。

２
）
周
防

す

は

に
あ
る

岩
国

い
は
く
に

山
は

越
え
む
日
は

手
向

た

む

け
よ

く
せ
よ

荒
し
そ
の
道

 
 
 

巻
四
―
５
６
７ 

 

作
者

少
典

せ
う
て
ん

山
口
忌

や
ま
ぐ
ち
の
い

寸み
き

若わ
か

麻
呂

ま

ろ

（
解
説
）
こ
の
歌
は
旅
路
の
安
全
を
祈
る
送
別
歌
で
あ
る
。

・
周
防
の
国
（
現
・
山
口
県
東
半
部
）
に
あ
る
岩
国
山
を
越
え
る
日
に
は
峠
の
神
に
手
向

た

む

け

を
し
な
さ
い
。
け
わ
し
く
危
険
な
山
道
で
す
よ
。
そ
の
山
道
は
。
と
お
も
ん
ば
か
っ
て
い

る
。
山
陽
道
は
、
都
か
ら
筑
紫
に
通
じ
る
官
の
大
路
。

し
か
し
、
周
防
の
岩
国
山
越
え
の
道
は
、
天
下
に
聞
こ
え
た
険
し
く
、
恐
ろ
し
い
道
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

・
こ
の
時
代
は
旅
先
で
越
え
て
行
く
山
や
坂
・
峠
の
神
、
途
次
の
社
に
幣ぬ

さ

（
神
前
に
供
え

る
物
）
を
手
向
け
て
無
事
を
祈
っ
た
の
で
あ
る
。

・
ま
た
、
前
田
淑
著
「
大
宰
府
万
葉
の
世
界
」
で
、
こ
の
歌
の
左
注
か
ら
、
こ
の
見
送
り
の



一
行
に
大
伴
旅
人
の
嫡
男
で
「
万
葉
集
」
全
二
十
巻
の
掉
尾
を
飾
る
歌
を
詠
ん
だ
当
時
、

１
３
歳
の
少
年
・
大
伴
家
持
が
加
わ
っ
た
と
見
ら
れ
、
大
宰
府
に
赴
任
し
て
い
た
大
伴
百

代
は
そ
の
後
見
と
し
て
、
大
宰
府
官
人
と
し
て
よ
り
は
、
大
伴
一
族
の
代
表
と
し
て
見
送

り
、
感
謝
の
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
宰
府
か
ら
は
当
時
、
少
典

せ
う
て
ん

の
職
に
あ
っ
た

山
口
若
麻
呂
が
見
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

・
当
時
、
奈
良
の
都
（
平
城
京
）
と
の
交
通
手
段
は
、
主
に
馬
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

・
大
伴
百
代
な
ど
が
駅
使
を
送
っ
た
「
夷ひ

な

守も
り

の
駅
家

う

ま

や

」
は
当
時
、
大
宰
府
か
ら
都
に
向
か
う

官
道
で
博
多
湾
岸
・
響
灘
沿
岸
を
た
ど
り
西
海
道
の
東
端
「
社
埼
（
文
字
ヶ
関
）
」
現
・
北

九
州
市
門
司
に
到
る
湾
岸
コ
ー
ス
に
あ
る
。

・
大
宰
府
か
ら
こ
の
惜
別
の
宴
が
開
か
れ
た
夷ひ

な

守も
り

の
駅
家

う

ま

や

へ
は
大
宰
府
（
水
城
）
東
門
か
ら

北
東
約
１
６
キ
ロ
離
れ
た
博
多
湾
岸
に
あ
っ
た
美
野

よ

し

の

駅
（
現
・
博
多
駅
付
近
推
定
）
か
ら
東

（
現
・
北
九
州
方
面
）
に
曲
が
り
、
そ
の
途
次
に
あ
る
「
夷ひ

な

守も
り

の
駅
家

う

ま

や

」
に
向
か
う
。

・
「
駅
家
」
は
古
代
の
交
通
制
度
で
緊
急
連
絡
の
早
馬
を
初
め
公
文
書
の
逓
送
な
ど
を
主
と

し
た
通
信
連
絡
の
制
度
で
、
公
用
旅
行
者
に
食
料
と
宿
泊
所
を
提
供
し
、
許
可
者
に
は
伝
馬

で

ん

ま

に

乗
用
さ
せ
る
制
度
（
駅
制
）
で
あ
っ
た
。

・
こ
の
制
度
は
木
下
良
氏
は
歴
史
地
理
的
に
見
た
「
道
の
万
葉
」
の
中
で
駅
制
は
目
的
地
に

最
短
距
離
で
到
達
す
る
よ
う
に
直
線
的
路
線
を
と
る
駅
路
を
新
設
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
三
十

里
（
約
十
六
キ
ロ
）
を
基
準
に
設
置
さ
れ
た
駅
家
に
駅
馬
を
配
置
し
た
。
駅
路
は
現
代
の
高

速
道
路
と
性
格
が
似
て
お
り
、
両
者
の
路
線
が
共
通
す
る
こ
と
も
多
い
。
と
述
べ
て
い
る
。



・
「
夷ひ

な

守も
り

の
駅
家

う

ま

や

」
は
一
説
に
は
福
岡
空
港
（
福
岡
市
博
多
区
）
か
ら
北
東
約
１
．
５
ｋ
ｍ

離
れ
た
地
に
鎮
座
す
る
「
日ひ

ま

守も
り

神
社
（
福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋
町
Ｚ
仲
原

な
か
ば
る

）
」
付
近
に
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
粕
屋
町
は
こ
の
神
社
内
に
「
夷ひ

な

守も
り

の
駅
と
歌
碑
」
の
説
明
板
を
建
て
て
い
る
。

・
福
岡
市
に
隣
接
す
る
粕
屋
町
日
守
社
は
Ｊ
Ｒ
篠
栗
線
（
福
北
ゆ
た
か
線
）
柚
須

ゆ

す

駅
（
博
多

駅
か
ら
二
駅
目
）
の
東
方
約
１
ｋ
ｍ
の
位
置
に
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
一
帯
は
農
村
地
帯
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
工
場
、
住
宅
が
建
ち
並
び
日
守
神
社
は
参
道
を
少
し
残
し
民
家
に
取
り

囲
ま
れ
町
の
鎮
守
さ
ま
と
し
て
鎮
座
し
て
い
る
。

・
長
い
歴
史
を
感
じ
る
鄙ひ

な

び
た
社
「
日
守
神
社
」
境
内
風
景
を
描
く
。（
杏
花
）



・
博
多
湾
か
ら
、
今
、
夷ひ

な

守も
り

の
駅
家

う

ま

や

に
推
定
さ
れ
て
い
る
日
守
神
社
は
南
東
約
３
ｋ
ｍ
の
内

陸
側
に
あ
り
、
万
葉
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
志
賀
の
浜
辺
」
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

粕
屋
町
史
に
は
江
戸
時
代
後
期
の
福
岡
藩
を
代
表
す
る
学
者
青
柳
種
信
は
「
筑
前
続
風
土
記

拾
遺

し
ゅ
う
い

」
に
お
い
て
延
喜
式
の
夷ひ

な

守も
り

駅
は
四
鹿
浜
（
志
賀
の
浜
）
な
る
べ
し
、
仲
原
村
（
現
・

粕
屋
町
仲
原
）
の
志
賀
神
社
は
古
き
社

や
し
ろ

に
て
、
自
ら
こ
の
辺
の
大
名
を
志
賀
と
い
い
た
る
な

る
べ
し
。
と
述
べ
て
、
志
賀
神
社
周
辺
に
「
四
鹿
浜
（
志
賀
浜
）」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
夷ひ

な

守も
り

駅
」
も
あ
っ
た
と
作
者
は
考
え
て
い
る
。
志
賀
神
社
は
夷ひ

な

守も
り

駅
推
定
地
「
日
守
神
社
」
か

ら
更
に
約
１
ｋ
ｍ
南
の
地
に
位
置
し
現
在
の
博
多
湾
よ
り
約
４
ｋ
ｍ
内
陸
側
に
あ
る
が
、
こ

の
辺
り
ま
で
志
賀
浜
が
湾
入
し
て
い
た
こ
と
が
粕
屋
町
史
に
掲
載
さ
れ
る
古
地
図
よ
り
想
定

さ
れ
る
。

巻
四
―
５
６
６
で
詠
わ
れ
て
い
る
「
志
賀
の
浜
辺
」
は
今
で
も
日
守
神
社
付
近
（
柚
須
辺
り
）

の
田
を
掘
る
と
貝
殻
な
ど
が
多
く
出
土
す
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
古
地
図
で
推
定
さ

れ
て
い
る
志
賀
神
社
辺
り
ま
で
浜
辺
は
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

・
こ
の
浜
辺
は
町
史
に
よ
る
と
江
戸
時
代
以
降
湾
自
体
が
少
し
ず
つ
埋
め
立
て
ら
れ
田
畑
な

ど
に
か
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
あ
り
、
今
は
住
宅
地
、
倉
庫
が
立
ち
並
び
浜
辺
は
遠
く
に
は
な

れ
、
こ
の
地
か
ら
万
葉
に
詠
わ
れ
た
原
風
景
は
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
古
代
の
「
夷ひ

な

守も
り

駅
」
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
粕
屋
町
、
福
岡
市
東
区
を
流
れ
福
岡
湾
に
流
れ
込
む
多
々

良
川
河
口
付
近
の
浜
辺
に
あ
る
神
功
皇
后
が
三
韓
出
兵
で
使
用
し
た
船
の
帆
柱
が
化
石
に
な

っ
た
と
の
伝
説
が
あ
る
「
名
島

な

じ

ま

帆ほ

柱

石

ば
し
ら
い
し

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）」
周
辺
か
ら
、
対
岸
に
ビ



ル
等
が
建
ち
並
ん
で
い
る
が
、
今
も
風
光
明
媚
な
「
志
賀
の
浜
（
今
の
博
多
湾
）」
風
景
が
眺

望
で
き
る
。
（
杏

花
）

（
参
考
文
献
）
・
前
田
淑
著
「
大
宰
府
万
葉
の
世
界

」
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
万
葉
集
一
」

・
万
葉
集
を
知
る
事
典
・

糟
屋
町
史
等



●

夷
守
駅
推
定
地
（
日
守
神
社
）
位
置
図


